
日本における穀物等の備蓄（備蓄水準とその考え方）

○ 現在、米、食糧用小麦、飼料穀物について国として備蓄事業を実施。
○ 備蓄水準は、
・  自給している米については、「国内の不作に対し（緊急輸入等せずに）国産米でもって対処し得る水準」、
・ 多くを輸入に依存している食糧用小麦と飼料穀物については、「不測時に、代替輸入先からの輸入を確保す
るまでの期間に対処し得る水準」を確保することを基本に設定。
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品目 備蓄水準 備蓄水準の考え方

国
産 米 100万トン程度

10年に１度の不作（作況92）や、通常程度の不作（作況94）が２年連続した事態
にも、国産米をもって対処し得る水準
・2001年当時の需要量をベースに設定
（2011年の回転備蓄方式から棚上備蓄方式への変更時に、引き続き100万トン程度として設定）

輸
入

食糧用
小麦

国として
外国産食糧用小麦の需

要量の2.3カ月分
（90万トン程度）

過去の港湾ストライキ、鉄道輸送等の停滞による船積遅延の経験等を考慮した水準

・代替輸入に4.3カ月程度必要
・すでに契約を終了し、海上輸送中の輸入小麦の量は２カ月分程度
・差し引き2.3カ月分程度の備蓄が必要

輸
入

飼料
穀物

100万トン程度 不測の事態における海外からの供給遅滞・途絶、国内の配合飼料工場の被災に伴う配合飼料の
急激なひっ迫等に対処し得る水準
・過去に備蓄を活用した最大実績は75万トン（東日本大震災時）
・海上輸送中の飼料穀物約100万トンが存在しており、備蓄飼料穀物とあわせて２
カ月程度のストックとなり、この間に代替輸入国への変更等が可能

輸
入

食品用
大豆

需要量の約１カ月分
（1981～1994年度は８万トン）

過去の国際的な供給不安、輸出規制等を考慮した水準

（1974年の備蓄事業開始以降、一度も備蓄の放出が行われていないこと等を理由に
2010年度をもって廃止）2010年度を

もって廃止
廃止直前の2010年度は約
２週間分の３万トン



品目
備蓄水準

経費負担等の考え方
（2021年度決算額）

備蓄１トン当たりの
2021年度決算額
（追加的費用）※

米

100万トン程度

・備蓄分の所有権は国
・備蓄は100％国費
売買及びその管理を委託
保管経費等：約113億円
売買損益：約▲377億円

約4万9,000円/㌧

注: 買入費を含むことに留意

食糧用小麦
国として

外国産食糧用小麦の
需要量の2.3カ月分

（90万トン程度）

・備蓄分の所有権は企業に移転
・国家備蓄として、製粉企業等が
需要量の2.3カ月分を備蓄した場合に、
1.8カ月分の保管経費を100％助成
保管経費等：約42億円

約4,700円/㌧

飼料穀物

100万トン程度

・備蓄分の所有権は企業
・配合飼料メーカー等が事業継続計画に
基づき実施する飼料穀物備蓄に対し、
その費用の一部（約75万トンの保管経費の
1/3以内等）助成
保管経費等：約15億円

約1,900円/㌧

食品用大豆
需要量の約１カ月分
（1981～1994年度は８万トン）

廃止直前の2010年度は約
２週間分の３万トン
2010年度をもって廃止

・備蓄分の所有権は企業
・国の大豆備蓄計画等に基づいて実施
する食品用大豆の保管経費を100％助
成
保管経費等：約３億円（2010年度予算額）

約10,000円/㌧

注：2010年度予算額ベース

日本における穀物等の備蓄（効果的・効率的な備蓄の考え方、備蓄の負担）

○ 備蓄には倉庫における保管経費などが必要であり、コストがかかる仕組み。過去に大豆の備蓄事業が廃止さ
れた理由も、財政支出に伴う政策効果が疑問視されたため。

○ 全てを国内の倉庫で保管するという考え方ではなく、①国内の生産余力、②国内の民間在庫、③海外の生産
農地（日本向け契約栽培）、④海外の倉庫の在庫、⑤海外からの輸送過程等を含め、総合的な備蓄として評
価すべきではないか。

52※  2021年度決算額を備蓄水準で単純に除して算出した値

海外

②民間在庫

⑤海外から輸送
③契約栽培 ④在庫

国内

①生産余力

総合的な備蓄の考え方
① 国内の生産余力
② 国内の民間備蓄
③ 海外の生産のうち（日本向け契約栽培）
④ 海外の倉庫の在庫
⑤ 海外からの輸送過程
等を含め、総合的な備蓄として評価



(単位：トン）

産　地
買入予定数量

（優先枠）
①

落札数量
②

落札率
②/①

産　地
買入予定数量

（優先枠）
①

落札数量
②

落札率
②/①

北海道 4,686           4,686           100.0% 　 兵　庫

青　森 28,586          24,416          85.4% 奈　良

岩　手 3,415           3,415           100.0% 和歌山

宮　城 11,276          11,276          100.0% 　 鳥　取 389              389              100.0%

秋　田 21,322          14,512          68.1% 島　根 126              126              100.0%

山　形 20,195          20,195          100.0% 　 岡　山 822              191              23.2%

福　島 26,313          26,313          100.0% 広　島 28               28               100.0%

茨　城 1,086           616              56.7% 山　口

栃　木 6,184           5,773           93.4% 徳　島 933              235              25.2%

群　馬 香　川

埼　玉 204              204              100.0% 愛　媛

千　葉 662              642              97.0% 高　知 10               10               100.0%

東　京 福　岡 52               35               67.3%

神奈川 佐　賀 214              -                 0.0%

新　潟 24,499          24,499          100.0% 長　崎

富　山 11,880          10,261          86.4% 熊　本 274              -                 0.0%

石　川 7,841           874              11.1% 大　分 91               91               100.0%

福　井 4,597           2,500           54.4% 宮　崎

山　梨 鹿児島

長　野 1,449           1,352           93.3%

岐　阜 423              423              100.0%

うちCPTPP分 5,509                                 

25,509          
一般枠

②

83.7%172,016     205,509     
合計

（①＋②）

大　阪

京　都

262              三　重

87.3%1,159           1,327           滋　賀

19               静　岡

86.5%722              835              愛　知

100.0%19               

0.0%-                 

66.9%17,054          

優先枠計
①

180,000        154,962        86.1%

○ 令和６年産備蓄米の政府買入入札については、令和６年６月24日までに７回実施し、買入予定数量
20万5,509トンに対して17万2,016トンの落札となった。 

令和６年産備蓄米の買入入札結果 （参考）買入入札結果の推移
(単位：トン）

年産
買入予定

数量
①

落札
数量
②

落札率
②/①

平成23年産 200,000     67,638       33.8%

平成24年産 200,000     83,390       41.7%

平成25年産 250,000     183,092     73.2%

平成26年産 250,000     250,000     100.0%

平成27年産 250,000     250,000     100.0%

平成28年産 225,000     225,000     100.0%

平成29年産 200,000     197,728     98.9%

平成30年産 200,000     122,949     61.5%

令和元年産 209,140     185,314     88.6%

令和２年産 207,000     207,000     100.0%

令和３年産 207,000     207,000     100.0%

令和４年産 207,000     207,000     100.0%

令和５年産 208,000     201,725     97.0%

令和６年産 205,509     172,016     83.7%

備蓄米の政府買入入札の結果
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